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    【目的】肺切除後の遷延性肺瘻は胸部外科領域において在院日数延長, 合併症増
加など治療に難渋する. 肺癌肺葉切除後の遷延性肺瘻に対する外因性血液凝固第
XIII因子製剤の治療効果について検討した.  
【対象】2007年 7月から 2014年 3月までに大阪市立大学医学部附属病院で肺葉切除
及び縦隔郭清を施行された原発性肺癌患者 297例を対象とした.  
【方法】対象中 90 名で術翌日に肺瘻を認めた. 男性 72 名, 年齢中央値 67 歳, 喫煙
者 76名. 術後 5日未満で肺瘻が自然停止した(SR群)のは 53名. 5日以上肺瘻が遷延
した 37 名を PAL 群とし, 同意を得て外因性 XIII 因子製剤 24ml を 5 日間経静脈的に
投与した. XIII 因子製剤投与 5 日以内に肺瘻が停止した 26 名を EF 群, 停止を認め
なかった 11 名を inEF 群とした. 臨床的因子を各群間で比較検討し, 血漿 XIII 因子
活性の cut-off値を求めた.  
【結果】SR群と PAL群の 2群間で年齢, 性別, BMI, 喫煙, DM，呼吸機能, 背景肺, 切
除部位, 胸腔内癒着の有無に有意差を認めなかった. 周術期 XIII因子の低下率は SR
群(33%)が PAL群(22%, p=0.044)や inEF群(14%, p=0.048)と比較して有意に大きかっ
た. EF 群は inEF 群に比して有意に若年(68 対 72 歳, p=0.018), 高 BMI 値(21.4 対
18.7, p<.001)であった. 年齢, BMIと術後 XIII因子活性に有意な相関関係は認めな
かったが, 術後 XIII 因子活性は EF 群が inEF 群と比べて低値であり(74%対 91%, 
p=0.030), inEF 群は内因性血漿 XIII 因子の消費低下が考えられた. 外因性 XIII 因
子製剤の有効性に関する術後 5 日目の血漿 XIII 因子活性の cut-off 値は 86%であっ
た.  
【結論】肺葉切除後の遷延性肺瘻の原因として, 外因性 XIII 因子投与で創傷治癒す
る血漿 XIII 因子不足と内因子消費低下の 2 つの機序が示唆された.外因性 XIII 因子
投与に対する術後血漿 XIII 因子活性の cut-off 値は 86%であった. 前方視的研究に
より遷延性肺瘻の創傷治癒に対して外因性血液凝固第 XIII 因子製剤の有効性の検討
が期待される. 
 
 
